
 

 

１．３年産販売動向 

  全農における３年産主食うるち米の６月末の販売実績は１，１７８千㌧（前年比９８％）

となっていますが、一昨年との比較では大幅に下回っています（前々年比９１％）。 

  主な要因として、コロナ禍による需要の減少や、生産年翌年 11月以降持越（古米）在

庫の増加（３０年産１２万㌧→元年産２２万㌧→２年産４２万㌧）による年産切替の遅れ

等が考えられます。 

 

 

 

 

２．価格動向 

農林水産省が公表した３年産５月相対販売価格（税別・裸換算）は、１１，６０７円／６

０kgと前月差▲８８円、前年同月▲１，７６８円となりました。 

４月は 15か月ぶりに価格が上昇しましたが、５月価格は前月、前々月を下回りました。 

  また、７月上旬における市中価格は、一部の産地銘柄において上昇が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．４年産の計画生産の動向 

 農水省は、４月末時点の作付意向調査結果をもとに、全国の主食用米作付面積を前年▲3.5

万 ha と試算しており、平年作生産量に換算すると 677 万㌧程度となります 

全中・本会調査によれば、６月末時点の作付動向（速報値、一部県は５月末以前）は、全

国 672 万㌧(前年平年作▲24万㌧、▲4.4 万 ha、▲3.4％）となり、国の需給見通し（前年平

年作▲21万㌧、▲3.9 万 ha、▲３％）を達成する見通しであるものの、ＪＡグループの目標

（649 万～660 万㌧）には遠く及ばない状況にあります。 

 

 

 

【図表１】主食うるち米の契約・販売状況（３年産６月末、実出荷ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２】相対取引価格の推移        【図表３】市中価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

                           

【図表４】令和４年産米等の水田における作付意向（４月末時点） 

      

 

 

 

 

 

 

 

米  穀  情  勢 



４．今後の需給見通し 

（１）農林水産省は、３月２日の食糧部会において、今後の需給見通しを公表し、令和３/４

年主食用米等需要量は 11月公表の 702～706 万㌧を維持するとしました。 

（２）今後の需給見通しには、作付面積や作柄、需要動向等の変動要素が多いものの、農林水

産省が毎月発表する月次の民間在庫が前年を５～７万㌧上回って推移してきていること

等から、需給緩和基調は継続する見通しにあります。 

（３）５年産米の作付においては、今後の需要動向に応じて、①前年同水準の作付け、②引続

き作付転換が必要とのシナリオが想定されます。 

 

 

 

 

 

 

５．需給状況を踏まえた今後の取組み 

（１）２年産持越在庫４２万トンは、特別枠１５万㌧および既存の周年事業を活用しながら、

長期計画的な販売に取組んでいます。 

（２）３年産米は、過大な持越し在庫が見込まれることから、取引先にも協力を求めながら周

年供給事業を活用した長期計画的な販売に取組みます。 

（３）４年産米は、需要を早期かつ安定的に確保する観点から、取引先と事前契約の積み上げ

をはかります。 

（４）米の消費拡大にかかり、消費促進（お米を食べたくなる動機付けなど）、お米の魅力発

信（お米は太るという誤解の払拭など）を中心に、より直接的にお米の購買行動につなが

る取組みを強化します。 

 

【図表５】今後の需給見通し（基本指針ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表６】４年産収穫前契約概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表７】全農による米消費拡大に係る取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

くまもと売れる米づくり推進本部 


